
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　　r　　　　　　　1　1　　　　r　l　rA　so・rja： taisita moNda’ 鰍潤C　orq．Nugino　qno　k4．w，．qino
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川井のそれは 　　　大した ものだよ 俺の塚の あの
　　　　l　　r　1　　kvtNdana：　cjabotakeno　ano：　ho’re　lso：jut：　akagucinO　，　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　赤土のくんだな（不明） 　　茶畑の 　　　あの ほれ こうhう
　　　　r　l　1　1　1．H　．　r．　．　1　 　　 　　 　　　　 　　 　　　　 　　　 　　sono　torinoketehaka： aqtaqkedajo ，　soidampNde
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その　　　取徐けて墓が　　　あったんだよ 　　だから
　　　　　　　　　　　　1　r　　　1　”．　1．　．　r　一　1　　inor．　aqte　cuclo　hak．qba’ga　aqPaigoNdena’：　hakk．．amPaga　q．r－u＃e：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あるから　　　　　　　　　　　　 墓場があったのでな　　 土を 墓場が貰って




　　　それで　　今度　　　あの　　　陽明寺に　　　来て　　読んで　　　　　　　　 　　 　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　貰ったらな
　　rho：ireki　na｝neNqte　rho：nrekiqt」u：toka，　irm．aiq・k．　ara　nfih」aku，
　　　宝歴　　　　　何年って　　　　　宝歴っていうことな　　　　今から　　　　二百
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　narukana：　　miNnano　　konOheNnQ　　七〇si2：ja：　　　　　　 　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　　CjOqto
　　　　なるかな　　　みんなの　　　このへんの　　　年では　　　　ちょっと
　　　　r　　　　r　　　　　　　　　　　「　「
　　siraNka工itQ　　sire］瞳ne：
　　知らないかも　　　しれないね
　　　「　　　　　「　　　　　「　「
F　　 otQ：S＆NコKa，　　〇七〇：saN
　　その人はもう診父さんぐらいの犀かマ
一56一
「
0
う
「
s
そ
Y 「
Q
う
s
そ
　　r
D　hai　joikaN
　　　もう　　良い加減な
　l　　　　　　r
zi　：　sa　NzuTa　i，
おじいさんだろう
r　　l　F　nzi：saNzuraina：
じいさんだろうな
　　　　　ド
F　　 mijOSU．k：θ，
　　　　美代助
　　r　　　　l
ki：takoto
　聞いたこと
　　　rl
aruna．　，
あるな
　　　　　　1
ki：takoto
きいたこと
　　「　、
　　　　　のaruna’．
あるな
　　　ド　コ
Y　　so：no
　　　　宗野
「　　「
　　のSO．nQ
　宗野
naNtoka
何とか
　　　　ド　　コ
ju（差tane：
’言ったね
　r　　　　　l
asokono
あそこの本家
　　　　　ド　　　　　コ
F　　k：i：tako七〇
　　　　聞いたこと
　　　．■齢
arusa・，
あるよ
　　f　　　　：
ki：takoto
　きいたこと
　　　．1．
aruJa・
あるよ
　　　　　r　l
Y　jaqpa’n’　ano
　　　　やっぱり　あの
　r　　　　　　l
sakutacuqte
　　作辰と
　　　　　　コ
9U．・si七〇no
　いう入と
　r　　　　　　　n
do：kju：daqte
同級生だって
　　　　　　つ　　ド　　コ
」ししq七akedone：
　纏ったけどね
　　　　　　　　r
D　solzjasa
　　　　それでは
　　　　　　J
tadani：ejara
忠兄ちゃんあたりは
　　　　　　ド
si（差terura
知ってるだろう
　　r　　　　　　　l
F　sakutacuto
　　　　　作辰と
　　　　　　　　　　　ド　　コ
dLO：k：ju．：qzja」：na：
　　同級ではな
　　　ド
D　　SO：no
　　　宗野
　　　　　l　　　　　r
mijosukedaqte
美代助だって
F　mijosukeno
　　　　　美代助の
　　　　r　l
kozo：zura
子供だろう
D　kazunl：
　　　和兄
　　　　　ド　　　　　　コ
F　minosuke．qte
　　　　　ミノスケっ．て
　　　r　l
arukai
あるかい
　　　l　　　　　　　　r
sa．kan．okamiqde
　坂ノ上で
　　　　r　　　　　　l
A　minosukeqte
　　　　ミノスケって
　　　　r　l
ju：sitoga
いう入が
．　　　コ
iqte；ruqte
行っているって
　　　　「　　　　　　　　　　「
サ　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ
JU・zura　g　soqcユe　，
いうんだろうそっちへ
arale
赫居へ
一57一
　　　　　r　　　　　l
F　ki：takoto
　　　　きいたこと
　　　　コ
arujo：na　　kiga
あるような　　気が
　　　ド　　て
8uruna：
するな
　r　　　　l
皿inOsu．ke
ミノスケって
　　ド
G　taNto
　　　　よく
slrano・，
知らない
　r　　　　　　l
工丑inQSU．keq’te
ミノスケって
　　ド　　コ
孤ino：dθ
見ないから
aredai，
あれだよ，
　r
m±reba
見れば
　　　1
wakaruda±
　わかるよ
王niエiosukemo
ミノスケも
　　r　n　rY　nozjanakute，　mi，
　　　ノじゃなくて　，　　ミ，
○
ヨ
．
「
」
「
・G　mino：cte
　　　　ミノーデ
　　　コ
wakarano：
ワカラノー（見ないからわからない）
　　　　r　l
D　mijodaqte
　　　　ミヨだって
　　　　r　　　　　l
B　m±josukedaqte
　　　　ミヨスケだって
　　r　：
D　joqku
　　　ヨック（よく）
工丑i∂OSU，ke
ミヨスケ（「よく見よ」をもじる）
　　r　　l
F　joqku
　　　ヨック
　　1　　　　　　1
mijosukeka
　ミヨスケか
　　r　l　r　l
B　so：Rowa
　　　　宗野は
　　　1　r　n8aユζanoka遊idana
　　　坂ノ上だな
　コ
七〇〕〔lik：a，ku，
とにかく
　　　　　ド
G蟻蝶三三コa・
　ド　■　　　　　　　　　「「　一1
sukebe：jaro：zura
　助兵衛野郎だろう
　
α
「
・
3
ヨ
　
．
ユ
ぐ
、
　
mA
．．　，　．　．　：1
コoqteguraizj鼠・ka
　ヨってぐらいではか
　　　　　r
G　mijosukeguraizja：
　　　　　ミヨスクぐらhでは
　　　コ　　　　　　　　　　　　　　ド　　ヨ
8uk：ebθ：jar・O：zuraja，
　助兵衛野郎だろうよ
　　　　　ド　　　つ
G　do：mo
　　　どうも
kjo：ka：
記憶は
　r．　n．
naiJa
ないよ
C　koNnakoto
　　　こんなこと
　　ド
juqte
言って
sonositon±
　　その人に
　　　　　l　　　　　　　r
kikaserunokaja
　きかせるのかね
一58一
G　d。：丑。「
　　　どうも
　l　　　　　　　　r
kiokuwanai
記憶はないよ
　　　r
huN七〇
本当に
　　　　r　　　l
A　juzimaqeju：
　　　　湯島っていう
　　　ntokoi
とこへ
　　　　　　　　r　　　n　　　l
iqte　toqtel〈itana：
行って　　取って来たな
naN七e
なんて
　　　　r　　　　l
C　kamijuzimano
　　　　上湯島の
　　　　コ
ko：SiNsaN捻O
　庚申講の
8火燧塁a　聖義留i sjabeqta
しゃべった
　　　コ
jacu，dLε」エユa，Nt；e
　やつだなんて
　　　　　1
kika　sa’窒?　tara
　　聞かされたら
　　　r　　　　　　：
G　a：nojaro’：
　　　　あの野郎
　ら
da：rega
　だれが
hoNnakoto：
そんなことを
iqtadanaNcjuja：
言ったなんて言えば
r
ar3a・
あれは
　　　　　1．
hacibe：zuraja
　入兵衛だろうよ（124）
　コ
naN七eju．：d．adθ
などというんだから
　　　　　コ
sjONnai，
　困る
a
は
量
れa
あ
　　　　　lr　1
sjoNnaizo　arja
しょうがないで　あれは
　　　r
B　SOrja二
　　　それは
　　　コ　　　　　コ
kO】五a（1tana：
　困ったな
孤
は
」
れ
r
r
あ
　
aG
　1
sijoNnaizo，　do：
しょうがないそ　　どう
sijo：mo　nai
しょうも　　ない
　　　　r
F　sakutacuno
　　　　　作籏の
iqpoNni
一本に
　　　コ　　　　　　　　　コ
kaka（1Cjaq．CU＝ra
かかっちゃっただろう
　　　r　　　　　　l
G　arja：na：
　　　　あれはな
　　r　　　　l　1
ko　：　cjo　：　seNse’：　daqc　ju：　de，
　　校長先生だというので，
　　ド
kusurjo：，
　薬を
　　r
kusurjo：
　薬を
　コ
joku．
よく 鐵雛「1翻撮老e
　　　1　r　　l
iqtesa，　k．oN’ja
行ってさ　今夜
sono　ko［・ejo：se一
その　　　校長先生の
　　：
Nse：no 　　　　　サUC■。
家に
七〇憩aru．dad．e
泊まるんだから
　　r　　　　　　　　　　］
k二〇’：cjO二se！亘se：qLCju．：de　　Qra・
と校長先生っていうので　　　　　　俺は
和
「
箆
を
a
何
　　「
　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　し
3aro・　　こ｝U・SO・na
この野郎は書うんだろう
tomoq七e
と思って，
　　r　　　　　　l
七〇qpi恥ona・ikOto：
　突飛なことを
　　　　r
ju：de　ria　：，
いうからな，
　　r　　　　　　　　　　l
ko二cjQ；se］｝ise二qt｝θ
　校長先生って
　iqtai　omae　areda：
いったい　　訟前　　あれだよ
so　no
その
一59一
　　r　　　　　　’1
kjo：±Nzju：takui
　教員住宅に
tomarujo：ni　jaro：
　泊まるように　　　こhつ
　　　　1　　　　　　　　　1
sむ鶏霧舞謬a：
強要・穂妥・・輪回麗・・：㌢1ε霧・嬬 　　r　　l　ndaNdaNda）ldaN一一
だんだん聞いてみたら
S工七ara，
　r
gotacgpt．no
ゴタソキ（富岳）の
ko：．cjo：seNse：Ntokoi　tomarudagte，
　　校長先生の所へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　泊るんだって
　r　　　　　　n
a・rez］a．
あれでは
　　　r
jaqto
やっと
wal〈aqta
わかったという次第で
　　　　ド
F　kok：oi
　　　ここへ
to孤aruka　　aN七a
　泊るか　　　あんた（山口に対し）
？
　
　
？
r
．
。㎞
え
Y
　　　　r　）．．　1
D　zicunS：Ntoko’daqte
　　　実兄の所へ泊るんだって
　ド　　　　　コ
Zicuni：］N七〇ko
実兄の所
　　r　　　　　　　　：
F　daizicue
　　大手（大工の実）へか，
　　ド　　　　　　　ヨ
horadiriCUθ
ボラ実へか
　　　　r　　　l　r
C　zi’eudalsaNzura
　　　実大さんだろう
　　　　r　　　l
D　zicudaisaNdaqte
　　　　実大さんだって
　　　　r　　　　　＝
A　soNnakoto：
　　　　そんなことを
　F　　：
Ju・naJa
いうなよ　（Fに対し）
　　　　ド
G　　zicu．daino
　　　　　実大の
tokoi
所へ
　　　　　．　1．
七〇marJa・
泊れば
aresa
あれさ
　r
waS■血O
　わしの
　1ka　：　＄a．Nga
かみさんが
r　l
itokodakara
いとこだから
　　r　　　l
Y　a：so：da
　　　あXそうだ
　　　　　1
SO聾nakO七〇
そんなこと
　　　　ド
ju（1tane
来ったね
　　　　ド
Gjo：rosiku．
　　　　よろしく
tanomima’su
　　頼みます
一60一
B　daをega
　　　　誰が
juqterudaka
’言ってるのか
　　　　r　l
C　wakaqcjauzo
　　　　わかつちゃうそ
hoNnakoto：
そんなこと
　　　ヂ
ju、：七〇
いうと
　　　　ド
G　hoidaN
　　　　だけど
つ
σra
俺
　　r　　l　r七e：bo：wa　　Zeq七ai
テーボーは　　ぜったい
korja
これは
　　　　r　　　　　　n
F　bakajaro：
　　　ばかやろう
　　r　　　　－
daiziculigte
大実へ行って
　ドtomaru
　泊る
　　　　　　　つ
わakajaro：ga
ばかやろうが
ド　　つ　つ
aruk：ai
あるか
　　　ド
A幌懇£： kureruzoくれるぞ ○狙aek・前
　　　　r　　　　　　n
F　bakajaro：
　　　ばかやろう
　　r　　l
naNde：
　なぜ
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ
oreNtokoi　　七〇marθ：
　俺ん所へ　　　泊れ
　　　　r
A　wadaio
　　　話題を
kaeruzo
かえるぞ
一一@61　一一
注
p　5　（1｝
P　5　（2）
P　6　（3）
P　7
ple
p　ao
P　as
P　15
P　20
P　20
P　2a
P　2G
P　22
P　22
P　22
P　25
P　26
p　26
P　51
4
貞
5
6
7
8
6
α
o
傷
窃
紛
の
q
“
α
勃
窃
勃
8
9
q
U
廷
佳
燵
旧安倍郡井川村、静岡市に編入◎大川村の山をへだてた北にある。
旧大川村檎尾。二野、大間とともに、高地にある。
当：方言本来のいい方としては、このように用言のあとにNは認め
られない。これは：方言を改めているいい方であるQこのようなこ
とは、最近の地方：方言の情勢として、しばしばあbうることであ
る。
かぶと虫の一種という。
r置いて行こう」という意味で「意思未来」形。
主旨がよく判らない。
槍尾、三野、大間のこと。
静岡市羽鳥。大昔、大川村大閥と羽鳥のあいだには、人の住む村
はなかった、という伝説のことを話している。
旧安倍郡玉川村、静岡市に編入。大川の山をへだてた東北にある。
旧玉川村柿島。
旧安倍郡清沢村小島。静岡市に編入。大川村と同じ川筋にあb、
南方。大川村方言と同じギラ方言に属す。
旧清沢村鍵穴◎やはり同じギラ：方言に属する。
ドーカン淵の上に家を構えている「作辰」という男のこと。
このdadaiは、「だいたい」を早口に去ったパロール的なものか
もしれない。
この講に参加している森下さんのこと。
「澄前」の意
旧大川村坂ノ上。
旧大川村日向。旧役場所在地。湯島の南にある。
当：方言本来のいい方ではない。本来は、sirano：qke。
　　　　　　　　　　一一62一
P　57　an
p　57　2i）
P　42
p　45
P　59
圃
㈱
幽
このjaも、　当方言のふつうのいい方としてはk・かしい。
キヤール（蛙）も、ナクンテ（泣くから）も、静岡市方言である
が、大川村：方言では云わないいい：方である。
toが抜けているのも、　当：方言本来のいい方ではない。
磐田郡水窪町。
森下忠喜さん宅の家の名。
一65一一
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